
日時 令和4年11月28日（月）15時00分から15時50分

場所 市役所2階　市議会委員会室

出席者

永見市長、竹内副市長、雨宮教育長、宮崎政策経営部長、藤崎行政管理部長、松葉子ども家庭部長、

馬橋子ども家庭部参事、大川健康福祉部長、葛原地域包括ケア・健康づくり推進担当部長、

黒澤生活環境部長(健康福祉部参事)、北村都市整備部長、中島基盤整備担当部長、

教育部長代理石田教育総務課長、内藤議会事務局長、林会計管理者

佐伯オンブズマン事務局長、菅野監査委員事務局長

付議事項

（１）都の方針の共有について

①東京都の状況（資料No.1～8）

②市内の状況

（２）自宅療養支援室の対応について

（３）12月以降の市の対策について

①第8波に備えた対応

②年末年始の対応について

（４）その他

①消防機関からの情報

②ワクチン接種について

③市長メッセージ

第40回　国立市健康危機管理対策本部会議記録

主な内容

（進行：大川健康福祉部長）

（２）自宅療養支援室の対応について（葛原地域包括ケア・健康づくり推進担当部長）

徐々に相談件数は、増加している。不安に強い方などへのパルスオキシメーターの貸与は庁内の応援体制で対応できている。

１　議　題

（１） 都内・市内の状況について（橋本健康まちづくり戦略室長）

①都内の状況(資料No.1～8)

・11月に入り、感染者増加傾向にある。

②市内の状況

9月、10月と落ち着いていた相談件数が11月になって増加傾向にある。

（３）12月以降の市の対策について

①第8波に備えた対応について（橋本健康まちづくり戦略室長）

・国立市薬剤師会の協力を得て、検査キットの配布、電話相談の対応などをしていく。

②年末年始の対応について（葛原地域包括ケア・健康づくり推進担当部長）

・休日診療センター、各診療所、薬剤師会は、検討中。

・自宅療養支援室、保健センターは、感染拡大を想定し、職員体制を組んでいく。



以上

２　本部長指示及び対応方針について（永見市長）

情勢が動いているため、確定した形が取れない。市民の自己責任が問われる体制になっていることも含め、適切な広報してい

く。年末年始をどうするのかを最終的な判断をしていきたい。

（４）その他

①消防からの情報（大川健康福祉部長）

11月に入り、コロナの出動が増加している。

②ワクチン接種について

・11/23に都、国分寺と連携した国立駅前プラザでの予約なし接種を実施した。あいにくの天気だったが、予定枠すべて埋

まった。予約なし接種の需要があることが判明したため、予約なし接種日を複数日設けて対応する。

③市長メッセージ（宮崎政策経営部長）

・感染拡大傾向にあること、ワクチン接種、年末年始の家庭での備えを盛り込んだ市長メッセージを撮影し、YouTubeにアッ

プする。


